
































































































(表 1- 1 )農産物販売金額別良家数・構成比 (1960年) 単位 戸 1，000戸(都府県)
(%) 
明ぞ
販 売 5万円 5万 ~ 10万~ 20万~ 30万一 50万 ~ 70万~ 100万円
*&: 数
なし 以 下 10万円 20万円 30万・円 50万円 70万円 100万円 以上
五 品
4，943 7，046 1，925 1，600 607 323 38 3 l 16，486 
(30.0) (42.7) (11.7) ( 9.7) ( 3.7) ( 2.0) ( 0.2) ( 0.0) ( 0.0) ( 100) 
1，285 3，576 1，698 1，555 605 320 37 3 l 9，080 
(14.2) (39.4) (18.7) (17.1 ) ( 6.7) ( 3.5) ( 0.4) ( 0.0) ( 0.0) (100 ) 
上五島
3，658 3，470 227 45 2 3 l 7，406 
(49.4) (46.9) ( 3.0) ( 0.6) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) (100) 
小{直 1~
227 361 240 199 40 7 l 1，075 
(21.1) (33.6) (22.3) (18.5) I( 3.7) ( 0.7) ( 0.1) (100 ) 
* 久
74 487 324 168 42 8 1，103 
( 6.7) (44.2) (29.4 ) (15.2) ( 3.8) ( 0.7) (100 ) 
t古3 山支
817 2，078 993 1，259 441 100 8 1 2 5，699 
(14.3) (36.5) (17.4) (22.1) ( 7.7) ( 1.8) ( 0.1) ( 0.0) ( 0.0) (100 ) 
士J 馬
2，358 1，707 292 82 33 8 2 2 l 4，485 
(52.6) (38.1 ) ( 6.5) ( 1.8) ( 0.7) ( 0.2) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) (100 ) 
長崎県
21，165 47，512 19，138 19，301 6，862 3，047 419 113 55 117，612 
(18.3) (40.4) (16.5) (16.8) ( 5.8) ( 2.6) ( 0.3) ( 0.1) ( 0.0) (100) I 
都府県
964.5 1，639.9 896.3 1， 135.0 601. 7 436.8 (1014.85 ) 34.7 9.6 5.823.0 





(表 1-2 )農産物販売金額別農家数・構成比 (1980年) 単位 戸 1，000戸(都府県)
(%) 
凶句 販売 10万円 10万~50万~10万~150万~200万~ 300万~5700万~ 円700万~1.00万~以1.5∞万上F 総数なし 以 下 50万円 l∞万円 150万円 200万円 3∞万円 5∞万円 1.ωo万円 1.50万円
五島
4，313 1，035 924 665 421 326 395 440 117 52 19 14 8，721 
(49.5) (11.9) (10.6) ( 7.6) ( 4.8) ( 3.7) ( 4.5) ( 5.0) ( 1.3) ( 0.6) ( 0.2) ( 0.2) (100) 
に
904 268 697 602 402 323 390 437 113 52 18 14 4，220 
(21.4) ( 6.4) (16.5) (14.3) ( 9.5) ( 7.7) ( 9.2) (10.4) ( 2.7) ( 1.2) ( 0.4) ( 0.3) (100 ) 
3，409 767 227 63 19 3 5 3 4 l 4，501 
(75.7) (17.0) ( 5.0) ( 1.4) ( 0.4) ( 0.1) ( 0.1) ( 0.1) ( 0.1) ( 0.0) (100 ) 
小値}{
101 32 95 109 84 50 42 21 2 1 537 
(18.8) ( 6.0) (17.7) (20.3) (15.6) ( 9.3) ( 7.8) ( 4.0) ( 0.4) ( 0.2) (100 
宇久
44 18 117 119 82 73 65 28 7 7 6 2 568 
(.7.7) ( 3.2) (20.6) (21.0) (14.4) (12.9) (11.4) ( 4.9) ( 1.2) ( 1. 2) ( 1. 1) ( 0.4) (100) 
壱岐
555 301 943 835 538 356 336 316 88 19 9 7 
(12.9) ( 7.0) (21. 9) (19.4) (12.5) ( 8.3) ( 7.8) ( 7.3) ( 2.0) ( 0.4) ( 0.2) ( 0.2) 
対馬
1，280 285 455 337 188 123 75 38 7 4 2 
(45.8) (10.2) (16.3) (12.1 ) ( 6.7) ( 4.4) ( 2.7) ( 1.4) ( 0.3) ( 0.1) ( 0.1) (100 ) 
長崎県
15，458 9，170 15，704 11，002 7，126 5，247 5，174 4，101 1，391 580 314 387 75，654 
(20.4) (12.1) (20.8) (14.5) ( 9.4) ( 6.9) ( 6.8) ( 5.4) ( 1.8) ( 0.8) ( 0.4) ( 0.5) (100) 
都府県
831.1 413.3 1，064.5 691.7 429.6 319.2 323.7 270.9 103.0 47.9 23.3 23.4 








の下限とされる)を大規模農家としているが， 1960年の(表 1-1 )では100
万円以上の農家は，これらの島々で 5戸であるが， 1965年になると 53戸(五

























































(表 2)島別主要農産物組生産額の)11日位 (1980年) 単位 100万円(%)
よト〈ど 1 {立 2 位 3 位 4 f立 5 位 粗生産額総計
五
l勾用午 1，705 1lI~ 1，668 葉たばこ 1，355 米， 1，191 n~ 1，007 9，624 
(17.7%) (17.3%) (14.1%) (12.4%) (10.5%) ( 100%) 
ィ、f直1ilLj I待用牛 208 米 110 繭 106 Tf ~ 87 葉たばこ 45 654 
(31.8%) (16.8%) (16.2%) (13.3%) ( '6.9%) ( 100%) 
宇久島 n~ 723 I勾用=午 393 
斗と 117 1lI~ 86 葉たばこ 64 1，532 
(47.2%) (25.7%) ( 7.6%) ( 5.6%) ( 4.2%) ( 100%) 
壱岐 l:J1j
肉月]牛 2，290 葉たばこ l%，8)20 米 l%，5)69 n~ 357 野菜 308 7，111 
(32.2%) (25.6 (22.1 ( 5.0%) ( 4.3%) ( 100%) 
対!心 R，)
しL、fこIt1，895 :1と 305 l勾m守二 293 !K 'Jミ 186 ~H 菜 149 2% .828 



































島 J1j 飼養頭数 飼養戸数 一飼戸養あ頭た数り 飼養農家率
五 島 (7ム，23614.7E貝) l，8993戸) 
3.9ji貢 21.82% ) 
(ム75. (200 (ム53.
(うち上五島)
162 52 3.1 
(ム89.7) (ム96.5) (182) (ム94.0)
小値賀島
1，022 335 3.1 62.4 
(ム 3.6) (ム55.9) (121 ) (ム11.6) 
子~→・ 久 島
2，037 433 4.7 
( 49.7) (ム52.9) (213) (ム 8.5)
ーオ巳ョ，テ 岐 島 11，128 2，873 3.9 66.8 
( 44.4) (ム38.6) (144) (ム18.5) I 
対 島
1，405 529 2.7 18.9 I 



























































(3) 拙稿「僻地農層の動向j (山雪会「現代農業と小農問題」有斐悶)昭和47年 109
日ンベ























単位:戸， 1，000戸(都府県)， %， ( )=構成比， J =1960年対比の増減率 1
い1向¥、¥亀、主主¥ド幽挑政見¥地規出 総数 filJ外規定 -0.3ha 
0.3- 0.5- 1.0- l.5- 2.0- 2.5- 3.0-
5.0ha-0.5 1.0 l.5 2.0 2.5 3.0 5.0 
8，0702.l1 ) 〕
20 4，476 910 l3 ，142 750 1 581 391 198 36 
五島 (0.2) 〔(ム5318.3.l)〕〔(ム10624.)9 〔(ム164.1)〕〔ム(860.6.1)〕〔(ム6437.2)〕(ム13(4.5〕5 〔4(2.5 〔23(52.63〕) (0.4) 〔ム4 〔ム68.3) 7.6 
4，220 757 400 








〔(ム52.43 ) [(430803134)}1[(企026165) 〕 〔(0一.0〕) 上五島 (100) (0.16 ) 〔(ム1l.3) 〔(O一O〕) (0.0) 〔ム39.2)〔ム72 60.9) 67.5) 〔ム100)
537 74 59 




小値}~ (loo.0 ) 〔(ム13738.2)〕(11.0) ( 3.4) (0.2) (0.2) 〔ム50.0)〔ム 100) 〔ム53
568 52 




守: 久 (1080.5 ) 〔(ム96.2) (18.3) 〔(17850.7)〕 (0.2) 〔ム48.5) 〔ム 2
41 ，303 7 562 558 
(ム3l53，51.1.32) 〕(ム2l3，O3.71.58) 〕
454 
〔(3132.l9) 〕(0.939 ) 〔(013.3134〕) tて金玉 山支 (100) (0.2) 〔(ム13.1) (13.0) (106.4) 〕〔ム24.4)〔ム36.4) 12.9) 〔ム10 〔ム19 (22 
Z1 ，794 26 914 500 
〔(ム3439.67.l9) 〕(ム9527.46.63) 〕
81 26 
〔9(00.41〕0 ) 〔(010.014〕) 
1 
大す 馬(100) (0.9) 〔(ム32.7) 〔(ム17389.9)〕 〔(ム2.9) ( 0.9) (0.0) 〔ム37.8)〔ム 7.1) 225) 
(，ム5(13，605.74) 〕
278 
〔2(ムO274 ，710 〔1(ム0143.8.392) 〕〔2(ムO274，81.86.59) 〕〔1(ム2163，45.43.89) 〕〔(ム68，0182.74) 〕Z3，6.5105 ) 〕3(0169.397 ) 〕 〔(6062.4098〕) l，(906.6172 ) 〕長崎県 〔ム(057.4.8)〕 3.40) 〕
(Lム，541. 7 10.5 l〔(，ム2104953.9O) 〕
806.1 
l〔(，ム3208341.7.62) 〕〔(ム61543424.94) 〕〔(ム37218.2.72) 〕
160.6 79.4 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(6) 中込暢彦「農家の漁業兼業の実態と今後の課題J Ii農業と経済.JJ 1976年 7月， 15-17 
ページ。
(7) 同上ム 16ページ。
(8) 秋山博一「半農半漁民の漁業協同組合J Ii同上.JJ42ページ。
おわりに
自給的性格がきわめて強いといわれてきた離島の農業も「高度経済成長」
期には明らかに商業的農業の展開がみられた。しかし，確かにかなりの大き
さの農産物の販売額をもつ農家が各地に少なからず生れてきたものの，きわ
めて多くの農家が商業的農業展開の途を歩みえず，あるいは自給的農業にと
どまる農家，あるいは農業経営を縮少し，自給的農業に低落する農家がみら
れ，そして，より多くの農家が農業からはなれていった。「高度経済成長」期
を経過してとくにめだつのは，まず，離島の農家戸数の激減であった。
離島の多くの農家は「高度経済成長」の進行とともに深く，貨幣，商品経
済にとりこまれ，増大する経営費と生活費を商業的農業の展開により賄うこ
とは出来ず，この時期の島外，島内の旺盛な労働力需要に吸引されて，農外
貨労働の拡大によって，これに対応せねばならなかった。きわめて多くの農
家の離農，専業農家の急減と乙もに，兼業農家の急増がみられたが，兼業の
うち，離島に多かった自営兼業に対し，やとわれ兼業の伸ぴが著しいのがこ
の時期のめだった動きであり，この兼業のあり方もまた離島の農民層の動向に
一つの特色を与えることになった。とくに離島では古くから自営あるいは雇
用の形態での漁業兼業が多いが，まず，自営の漁業兼業農家が商品生産農業
38 経営と経済
の途を辿るか， 自給的農業にとどまるか，また農業を放棄するかは，その経
営する漁業の経営形態，資本と労働の投下形態によることが窺われ，また，
雇用兼業とくに遠洋漁業に雇用される兼業農家の多い地区では， もちろん農
業を放棄する農家もみられるが，主として婦人あるいは老人による、留守番
農業川、隠居農業込が維持され，零細な自給農業が広汎に滞留する地区がみ
みられるのも一つの特色であろう。
しかし，これらの農家は，今日では，いわば農家ともいえない、農家いで
あり r高度成長」を経過してみられたものは，大量の農家が姿を消し，
さらに，急激に，深く進展した兼業化の動きであったが，これらの動きと同
時に確かに商業的農業の展開がみられた。伝来的な作目にせよ，新規導入作
目にせよ，食用，自給用ではなく，明確に商品として生産する方向がとられ
てきた。しかし，商業的農業の順当な展開は容易ではない。自然条件も加え
て，きびしい生産，出荷条件を背負わされている離島の農業にとっては，出
荷，輸送に支障が小さい作目等に導入作目が限定され易しこれらも本土地
域，また， とくに輸入農産物との競合もきびしく，離島の農作物の不利な条
件を補いうる有利な条件をみい出し得ないかぎり，その大きな展開には困難
な条件がつきまとうであろう。
